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４

イ
ラ
ク
政
府
に
対
し
、
事
務
総
長
と
緊
密
に
取
り
組

み
、二
千
十
一
年
六
月
三
十
日
ま
で
又
は
そ
れ
以
前
に
、

開
発
基
金
後
の
制
度
へ
の
完
全
で
効
果
的
な
移
行
を
完

成
さ
せ
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
か
か
る
制
度
は
、
国
際

通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
ス
タ
ン
ド
バ
イ
取
極
の
要
件
を

考
慮
し
、
外
部
監
査
の
取
決
め
を
含
め
、
イ
ラ
ク
が
決

議
第
千
四
百
八
十
三
号
（
二
千
三
年
）
21
の
規
定
に
お

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
義
務
を
果
た
し
続
け
る
こ
と
を

確
保
す
る
。
さ
ら
に
、
イ
ラ
ク
政
府
に
対
し
、
遅
く
と

も
二
千
十
一
年
五
月
一
日
ま
で
に
イ
ラ
ク
開
発
基
金
後

の
制
度
へ
の
移
行
に
向
け
た
進
展
に
関
す
る
書
面
に
よ

る
報
告
を
提
供
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

５

イ
ラ
ク
開
発
基
金
か
ら
の
全
収
益
の
イ
ラ
ク
政
府
に

よ
る
そ
れ
に
替
わ
る
取
決
め
の
口
座
へ
の
移
転
及
び
同

基
金
の
遅
く
と
も
二
千
十
一
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
終

了
を
指
示
し
、
ま
た
、移
転
及
び
終
了
が
完
了
し
た
後
、

理
事
会
に
対
し
書
面
に
よ
る
確
認
を
行
う
こ
と
を
要
請

す
る
。

６

事
務
総
長
に
対
し
、
決
議
第
千
四
百
八
十
三
号
（
二

千
三
年
）
21
の
規
定
の
継
続
的
な
遵
守
を
評
価
し
つ
つ
、

国
際
連
合
賠
償
基
金
に
関
す
る
書
面
に
よ
る
報
告
を
、

継
続
的
に
、
六
か
月
ご
と
（
最
初
の
報
告
は
遅
く
と
も

二
千
十
二
年
一
月
一
日
ま
で
と
す
る
。）に
理
事
会
に
提

供
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

７

こ
の
問
題
に
引
き
続
き
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
を

決
定
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
三
十
一
号

肉
用
子
牛
生
産
安
定
等
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
五
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
係
る
平
均
売
買
価
格
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

品

種

平
均
売
買
価
格
（
消
費
税
額
分
を
含
む
。）

黒
毛
和
種

一
頭
に
つ
き
、
四
二
四
、
四
〇
〇
円

褐
毛
和
種

一
頭
に
つ
き
、
三
三
二
、
六
〇
〇
円

黒
毛
和
種
及
び
褐
毛
和
種
以
外
の
肉
専
用
種
の
品
種

一
頭
に
つ
き
、
一
八
六
、
二
〇
〇
円

乳
用
種
の
品
種

一
頭
に
つ
き
、
九
四
、
二
〇
〇
円

肉
専
用
種
と
乳
用
種
の
交
雑
の
品
種

一
頭
に
つ
き
、
二
七
六
、
〇
〇
〇
円

附
属
書

二
千
十
年
十
二
月
八
日
付
け
イ
ラ
ク
首
相
発
安
全
保
障
理

事
会
議
長
宛
て
書
簡

私
は
、
石
油
収
入
が
イ
ラ
ク
国
民
の
利
益
と
な
る
よ
う

に
継
続
的
に
公
正
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た

め
、
ま
た
、
透
明
性
、
説
明
責
任
及
び
誠
実
性
に
関
す
る

国
際
的
な
最
良
の
慣
行
に
従
い
、
イ
ラ
ク
政
府
が
二
千
十

年
に
、
憲
法
に
従
い
イ
ラ
ク
開
発
基
金
及
び
国
際
諮
問
監

視
理
事
会
に
関
す
る
適
切
な
取
決
め
を
作
成
す
る
と
し

た
、
安
全
保
障
理
事
会
議
長
宛
て
二
千
九
年
十
二
月
十
三

日
付
け
の
私
の
書
簡
に
言
及
し
た
い
。

イ
ラ
ク
政
府
は
、
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
九
百
五

号
（
二
千
九
年
）
に
従
っ
て
、
最
初
の
四
半
期
ご
と
の
報

告
の
中
で
、
イ
ラ
ク
開
発
基
金
及
び
国
際
諮
問
監
視
理
事

会
に
替
わ
る
取
決
め
へ
の
移
行
の
た
め
に
必
要
な
行
動
計

画
と
期
限
を
提
出
し
た
。
同
政
府
は
、
そ
の
後
、
得
ら
れ

た
進
展
に
関
す
る
第
二
次
及
び
第
三
次
報
告
書
を
提
出
し

た
。
第
三
次
報
告
書
で
は
、
行
動
計
画
の
う
ち
完
了
し
た

も
の
と
未
完
了
の
部
分
の
詳
細
が
示
さ
れ
た
。
イ
ラ
ク
に

お
け
る
状
況
及
び
二
千
十
年
三
月
七
日
に
行
わ
れ
た
議
会

選
挙
後
の
新
政
府
の
形
成
が
遅
れ
た
こ
と
が
、
何
ら
か
の

形
で
、
行
動
計
画
の
包
括
的
な
実
施
に
つ
き
迅
速
で
効
果

的
な
行
動
を
と
る
上
で
の
政
府
機
関
の
能
力
に
影
響
を
与

え
た
こ
と
へ
の
言
及
も
な
さ
れ
た
。

イ
ラ
ク
政
府
は
、
上
記
に
よ
り
、
ま
た
、
行
動
計
画
の

包
括
的
な
実
施
及
び
開
発
基
金
に
替
わ
る
取
決
め
へ
の
円

滑
な
移
行
の
確
保
を
可
能
に
す
る
た
め
、
再
度
国
際
社
会

の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
同
政
府
は
、

安
全
保
障
理
事
会
が
、
同
理
事
会
決
議
第
千
四
百
八
十
三

号
（
二
千
三
年
）
20
の
規
定
で
明
記
さ
れ
た
枠
組
み
に
基

づ
く
イ
ラ
ク
開
発
基
金
へ
の
免
除
の
、
更
な
る
最
後
の
六

か
月
間
の
延
長
を
希
望
す
る
。

私
は
、
貴
議
長
が
可
能
な
限
り
早
期
に
理
事
国
に
対
し

こ
の
書
簡
を
配
布
し
、
ま
た
、
イ
ラ
ク
に
関
し
て
現
在
起

草
さ
れ
つ
つ
あ
る
決
議
に
こ
の
書
簡
を
附
属
書
と
し
て
添

付
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ヌ
ー
リ
ー
・
カ
ミ
ル
・
ア
ル
・
マ
ー
リ
キ
ー

イ
ラ
ク
共
和
国
首
相

バ
グ
ダ
ッ
ド
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
三
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

高
知
県
高
岡
郡
“
原
町
川
西

路
一
八
三
五
の
一
、
一
八
三
五
の
二
、一
八
五
六
の
一
、

松
谷
二
九
四
、
松
原
五
二
五

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
三
十
二
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七

条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
登
録
認
定
機
関

の
登
録
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
七
条
の
三
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

登
録
更
新
年
月
日
及
び
登
録
更
新
番
号

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
六
日

第
八
十
九
号

二

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

財
団
法
人
日
本
醤
油
技
術
セ
ン
タ
ー

東
京
都
中
央

区
日
本
橋
小
網
町
三
番
十
一
号

三

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
農
林
物
資
の
種
類

し
ょ
う
ゆ

四

登
録
認
定
機
関
が
認
定
を
行
う
区
域
及
び
認
定
を
行

う
登
録
認
定
機
関
の
事
業
所
の
所
在
地

\

認
定
を
行
う
区
域

国
内
及
び
外
国

]

認
定
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
網
町
三
番
十
一
号

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
三
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

高
知
県
四
万
十
市
西
土
佐
下

家
地
字
ヲ
ン
ヂ
ト
ヲ
一
五
六
、
一
九
五
〇
の
一
、
字
フ

ナ
ガ
サ
コ
一
六
九
の
二
、
一
七
〇

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

ヲ
ン
ヂ
ト
ヲ
一
五
六
・
一
九
五
〇
の
一
・
字

フ
ナ
ガ
サ
コ
一
六
九
の
二
・
一
七
〇
（
以
上
四
筆

に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
高
知
県
庁
及
び
四
万
十
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
八
百
三
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

高
知
県
高
岡
郡
“
原
町
井
高

五
九
五
か
ら
五
九
八
ま
で
、
六
〇
九
、
六
一
一
、
六
一

二
二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。井

高
五
九
八
・
六
一
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
高
知
県
庁
及
び
“
原
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）
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